
(57)【要約】

【課題】ＡＬＣ縦壁パネル下部を建物躯体に取り付ける

とともに、パネルの高さ調節が容易である自重受け金具

を提供する。

【解決手段】自重受け金具は、パネル表面に当接する垂

直片とパネルを担持する自重受け片とがＬ字状を成し、

鉄骨梁上面のＬ型アングルの立設片に係止される係止片

が垂直片のパネル当接面と反対側の躯体係止面の両端か

ら垂下して設けられており、さらに、その躯体係止面に

固着されたナットにパネルの高さ調節をする調節ボルト

が螺合され、その調節ボルトの螺刻部の直径はボルト回

動用冶具が嵌合する嵌合部の直径より大きく、また、該

調節ボルト先端が前記Ｌ型アングルの立設片に当接され

る自重受け金具。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
Ａ Ｌ Ｃ 縦 壁 パ ネ ル と 鉄 骨 梁 上 面 に 固 定 さ れ た Ｌ 型 ア ン グ ル と の 間 に 介 在 さ せ て パ ネ ル の 上
下 方 向 の 高 さ 調 節 を し て パ ネ ル 下 部 を 該 Ｌ 型 ア ン グ ル に 取 付 固 定 す る 自 重 受 け 金 具 で あ っ
て 、
該 自 重 受 け 金 具 は 、 前 記 パ ネ ル 表 面 に 当 接 す る 垂 直 片 と パ ネ ル を 担 持 す る 自 重 受 け 片 と が
Ｌ 字 状 を 成 し 、 前 記 Ｌ 型 ア ン グ ル の 立 設 片 に 係 止 さ れ る 係 止 片 が 前 記 垂 直 片 の パ ネ ル 当 接
面 と 反 対 側 の 躯 体 係 止 面 の 両 端 か ら 垂 下 し て 設 け ら れ て お り 、 さ ら に 、 そ の 躯 体 係 止 面 に
固 着 さ れ た ナ ッ ト に パ ネ ル の 高 さ 調 節 を す る 調 節 ボ ル ト が 螺 合 さ れ 、 そ の 調 節 ボ ル ト の 螺
刻 部 の 直 径 は ボ ル ト 回 動 用 治 具 が 嵌 合 す る 嵌 合 部 の 直 径 よ り 大 き く 、 ま た 、 該 調 節 ボ ル ト
先 端 が 前 記 Ｌ 型 ア ン グ ル の 立 設 片 に 当 接 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 自 重 受 け 金 具 。
【 請 求 項 ２ 】
調 節 ボ ル ト の 中 心 は 、 躯 体 係 止 面 か ら ３ ～ ２ ０ ｍ ｍ 離 間 し て い る 請 求 項 １ 記 載 の 自 重 受 け
金 具 。
【 請 求 項 ３ 】
調 節 ボ ル ト は 六 角 穴 付 き ボ ル ト ま た は 六 角 穴 付 き 止 め ネ ジ で あ る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の
自 重 受 け 金 具 。
【 請 求 項 ４ 】
調 節 ボ ル ト は 長 さ が ２ ０ ～ ９ ０ ｍ ｍ で あ り 、 か つ 、 ナ ッ ト の 高 さ が １ ０ ｍ ｍ 以 上 で あ る 請
求 項 １ 、 ２ ま た は ３ 記 載 の 自 重 受 け 金 具 。
【 請 求 項 ５ 】
垂 直 片 近 傍 で 自 重 受 け 片 が 下 方 に 屈 曲 さ れ て い る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の 自 重
受 け 金 具 。
【 請 求 項 ６ 】
自 重 受 け 片 の 幅 方 向 の 端 部 が 下 方 に 折 曲 さ れ て い る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 記 載 の 自
重 受 け 金 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 Ａ Ｌ Ｃ 縦 壁 パ ネ ル 下 部 を 建 物 躯 体 に 取 り 付 け る 自 重 受 け 金 具 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
Ａ Ｌ Ｃ 縦 壁 パ ネ ル 下 部 を 建 物 躯 体 に 取 付 け る 自 重 受 け 金 具 と し て 、 図 １ ０ お よ び 図 １ １ に
示 す 自 重 受 け 金 具 ５ １ が 知 ら れ て い る 。 （ 特 許 文 献 １ 参 照 。 ）
す な わ ち 、 図 １ ０ に 示 す 自 重 受 け 金 具 ５ １ は 、 Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル （ 以 下 パ ネ ル と い う 。 ） の 下
端 部 を 担 持 す る 水 平 部 ５ ３ と 、 鉄 骨 梁 上 面 に 溶 接 固 定 さ れ る Ｌ 型 ア ン グ ル ９ の 立 設 片 ９ ａ
を 挟 持 す る 垂 直 部 ５ ２ と か ら な り 、 垂 直 部 ５ ２ に は ナ ッ ト ５ ５ が 固 着 さ れ て お り 、 そ の ナ
ッ ト ５ ５ に パ ネ ル １ １ の 高 さ 方 向 の 調 節 用 の 長 ボ ル ト ５ ６ が 螺 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 こ の 自 重 受 け 金 具 ５ １ に よ っ て 、 上 段 パ ネ ル １ １ の 下 部 が 鉄
骨 梁 １ ０ の 上 面 １ ０ ａ に 溶 接 固 定 さ れ た Ｌ 型 ア ン グ ル に 取 付 固 定 さ れ て い る 。
水 平 部 ５ ３ と 垂 直 部 ５ ２ と か ら な る 自 重 受 け 金 具 ５ １ は 、 そ の 各 垂 直 部 ５ ２ の 下 部 が 二 股
状 と な っ て 垂 下 片 ５ ４ が 形 成 さ れ て お り 、 Ｌ 型 ア ン グ ル ９ の 立 設 片 ９ ａ と 下 側 の 稲 妻 プ レ
ー ト ５ ７ と が 挟 持 さ れ た 状 態 で 取 付 け ら れ て い る 。
そ し て 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 こ の 下 側 の 稲 妻 プ レ ー ト ５ ７ が Ｌ 型 ア ン グ ル ９ の 立 設 片 ９
ａ に 溶 接 固 定 さ れ て い る と と も に 、 下 側 の 稲 妻 プ レ ー ト ５ ７ に 挿 通 さ れ た ボ ル ト ７ が 下 段
パ ネ ル １ １ の 上 部 に 埋 設 さ れ た ア ン カ ー １ ２ に 係 合 さ れ て 、 建 物 躯 体 に 下 段 パ ネ ル １ １ が
取 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 他 の 稲 妻 プ レ ー ト ５ ７ が 自 重 受 け 金 具 ５ １ の 垂 直 部 ５ ２ を パ ネ ル １ １ の 表 面 と の 間
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で 挟 持 し た 状 態 で 、 上 側 の 稲 妻 プ レ ー ト ５ ７ を 挿 通 さ せ た ボ ル ト ７ が 上 段 パ ネ ル １ １ の 下
部 に 埋 設 さ れ た ア ン カ ー １ ２ に 螺 合 す る こ と に よ り 、 建 物 躯 体 に 上 段 パ ネ ル １ １ が 取 付 固
定 さ れ て い る 。
さ ら に 、 上 段 パ ネ ル １ １ の 上 下 方 向 の 取 付 位 置 を 調 節 で き る 長 ボ ル ト ５ ６ が 、 自 重 受 け 金
具 ５ １ の 垂 直 部 ５ ２ に 設 け ら れ て い る 。
こ の 長 ボ ル ト ５ ６ は 、 そ の 先 端 が Ｌ 型 ア ン グ ル ９ の 水 平 片 ９ ｂ に 当 接 し た 状 態 で 回 動 さ れ
る こ と に よ り 、 Ｌ 型 ア ン グ ル ９ の 立 設 片 ９ ａ に 係 合 さ れ た 自 重 受 け 金 具 ５ １ 全 体 を 上 下 方
向 に 摺 動 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 自 重 受 け 金 具 ５ １ の 水 平 部 ５ ３ に 担 持 さ れ た パ ネ ル １ １ が
上 下 方 向 に 高 さ 調 節 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 Ａ Ｌ Ｃ 縦 壁 パ ネ ル 下 部 を 建 物 躯 体 に 取 付 け る 固 定 金 具 と し て 、 図 １ ２ お よ び 図 １ ３
に 示 す 固 定 金 具 ７ １ と そ れ に よ る パ ネ ル 取 付 構 造 が 知 ら れ て い る 。 （ 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ）
こ の 固 定 金 具 ７ １ は 断 面 が 略 ｈ 型 形 状 で あ り 、 垂 直 板 ７ ２ と 係 合 片 ７ ４ 、 お よ び そ れ ら に
よ り 形 成 さ れ る ア ン グ ル 係 合 部 ７ ４ ａ か ら 構 成 さ れ て い る 。
固 定 金 具 ７ １ は 、 垂 直 板 ７ ２ に 設 け ら れ た 長 孔 ７ ２ ａ に ボ ル ト ７ を 挿 通 さ せ て 上 段 パ ネ ル
１ １ 下 部 の 埋 設 ア ン カ ー １ ２ に 螺 合 さ せ る こ と に よ り 、 パ ネ ル １ １ に 取 付 け ら れ る 。
そ し て 、 Ｌ 字 型 ア ン グ ル ９ の 立 設 片 ９ ａ に ア ン グ ル 係 合 部 ７ ４ ａ が 係 合 さ れ た 状 態 で パ ネ
ル １ １ の 高 さ 調 節 が さ れ て 、 そ の 後 に 係 合 片 ７ ４ が 立 設 片 ９ ａ に 溶 接 固 定 さ れ て い る 。
ま た 、 垂 直 板 ７ ２ の 下 部 に は 、 下 段 パ ネ ル １ １ の 上 部 固 定 の た め に 爪 ７ ３ が 設 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
係 合 片 ７ ４ に は ナ ッ ト ７ ５ が 固 着 さ れ て お り 、 そ の ナ ッ ト ７ ５ に 高 さ 調 節 ボ ル ト ７ ６ が 螺
合 さ れ て い る 。
こ の 高 さ 調 節 ボ ル ト ７ ６ は 、 そ の 先 端 が Ｌ 型 ア ン グ ル の 水 平 片 ９ ｂ に 当 接 し た 状 態 で 回 動
さ れ る こ と に よ り 、 Ｌ 型 ア ン グ ル ９ の 立 設 片 ９ ａ に 係 合 さ れ た 固 定 金 具 ７ １ 全 体 を 上 下 方
向 に 摺 動 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 固 定 金 具 ７ １ の 垂 直 板 ７ ２ に 固 定 さ れ た 上 段 パ ネ ル １ １ が
上 下 方 向 に 高 さ 調 節 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ９ － １ ７ ７ ２ １ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ８ － ３ ３ ８ ０ ９ ４ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 上 記 従 来 の 技 術 は 次 の 問 題 点 が あ っ た 。
す な わ ち 、 特 許 文 献 １ に 係 る 自 重 受 け 金 具 で は 、 パ ネ ル 高 さ 調 節 す る 長 ボ ル ト ５ ６ の 先 端
（ 調 節 点 Ｔ ） が Ｌ 型 ア ン グ ル ９ の 水 平 片 ９ ｂ に 当 接 さ れ て い る た め に 、 こ の 当 接 位 置 （ 調
節 点 Ｔ ） と 水 平 部 ５ ３ に お け る パ ネ ル 幅 方 向 の 中 心 点 （ パ ネ ル 厚 さ 方 向 の 重 心 点 Ｗ ） と の
水 平 距 離 が 長 く な る 。 （ 図 １ １ 参 照 ）
こ の 理 由 と し て 、 長 ボ ル ト ５ ６ の 頭 部 が 垂 直 部 ５ ２ に 干 渉 し て し ま う た め に 、 垂 直 部 ５ ２
に 長 ボ ル ト ５ ６ を 極 端 に 近 づ け ら れ な い こ と が あ る 。
ま た 、 こ の 長 ボ ル ト ５ ６ を 回 動 さ せ る と ボ ル ト が 長 尺 で あ る た め ナ ッ ト ５ ５ を 中 心 と し た
「 す り こ ぎ 状 の 歳 差 運 動 」 が 発 生 す る 。
そ し て 、 こ れ ら の 要 因 に よ り 、 長 ボ ル ト ５ ６ の 微 少 な 回 動 が パ ネ ル 高 さ を 大 き く 変 化 さ せ
る こ と と な り 、 パ ネ ル 高 さ の 微 調 節 を 困 難 と し た り 、 長 ボ ル ト ５ ６ の す り こ ぎ 状 の 歳 差 運
動 が Ｌ 型 ア ン グ ル の 立 設 片 上 に お け る 当 初 の 設 定 位 置 か ら 自 重 受 け 金 具 ５ １ を 移 動 さ せ て
隣 接 パ ネ ル と の 目 地 間 隔 を 変 化 さ せ て し ま い 、 パ ネ ル 幅 方 向 位 置 の 再 調 整 が 必 要 と な っ た
り し て い た 。 ま た 、 長 尺 な ボ ル ト で あ る た め に 、 回 動 持 に ボ ル ト 自 身 が 曲 が っ て し ま う こ
と も あ っ た
【 ０ ０ ０ ９ 】
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さ ら に 、 長 ボ ル ト の 先 端 （ 調 節 点 Ｔ ） と パ ネ ル １ １ 縦 方 向 の 中 心 点 （ パ ネ ル 高 さ 方 向 の 重
心 点 Ｐ ） と の 垂 直 距 離 が 長 い た め 、 パ ネ ル を 上 方 へ 高 く 調 節 す る 際 に 発 生 す る 室 外 方 向 へ
パ ネ ル １ １ を 傾 倒 さ せ よ う と す る モ ー メ ン ト が 大 き く な る 。
な お 、 特 許 文 献 １ で は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 上 記 の 歳 差 運 動 と パ ネ ル の 傾 倒 を 規 制 す る
た め Ｌ 型 ア ン グ ル ９ の 上 面 に 突 起 ９ ｃ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
特 許 文 献 ２ に 係 る 固 定 金 具 ７ １ で は 、 パ ネ ル 高 さ 調 節 す る 高 さ 調 節 ボ ル ト ７ ６ の 先 端 （ 調
節 点 Ｔ ） が Ｌ 型 ア ン グ ル ９ の 水 平 片 ９ ｂ に 当 接 さ れ て い る 。
そ し て 、 固 定 金 具 ７ １ の 垂 直 板 ７ ２ の 長 孔 ７ ２ ａ を 挿 通 し て 締 め 付 け 係 合 し て い る ボ ル ト
７ と ア ン カ ー １ ２ と に よ り 、 パ ネ ル １ １ の 全 重 量 が 担 持 さ れ て い る 。
な お 、 こ の 固 定 金 具 ７ １ は 上 下 段 パ ネ ル 間 の 目 地 部 に シ ー リ ン グ 材 を 十 分 に 充 填 す る た め
に パ ネ ル の 自 重 受 け 部 を 小 さ く す る こ と 、 も し く は 廃 止 す る こ と を 課 題 と し て お り 、 爪 ７
３ は 自 重 受 け の 機 能 は 有 し て お ら ず 、 下 段 パ ネ ル の 上 部 固 定 用 の た め に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
そ の た め 、 パ ネ ル の 全 重 量 を 負 担 し て も そ れ に 耐 え 得 る 大 き な 剪 断 力 あ る い は 引 き 抜 き 強
度 を 備 え た ア ン カ ー １ ２ が 必 要 と な る 。 し か し 、 Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル は 母 材 が 脆 弱 で あ る た め に
、 そ れ ほ ど 大 き な 引 き 抜 き 耐 力 を ア ン カ ー １ ２ に 具 備 さ せ る こ と は で き な い 。
さ ら に 、 垂 直 板 ７ ２ お よ び 係 合 片 ７ ４ は 板 金 を 折 曲 さ せ た 構 造 で あ る た め 、 重 量 の 大 き な
大 型 パ ネ ル の 取 付 け に 対 し て は 、 固 定 金 具 自 体 が 変 形 し て パ ネ ル の 傾 倒 が 生 じ て し ま い 十
分 な 取 付 強 度 を 得 る こ と が で き な い 。
た 。
そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 上 記 問 題 点 を 解 決 し て 、 Ａ Ｌ Ｃ 縦 壁 パ ネ ル 下 部 を 建 物 躯 体 に 取 り
付 け る と と も に 、 パ ネ ル の 高 さ 調 節 が 容 易 で あ る 自 重 受 け 金 具 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、
Ａ Ｌ Ｃ 縦 壁 パ ネ ル と 鉄 骨 梁 上 面 に 固 定 さ れ た Ｌ 型 ア ン グ ル と の 間 に 介 在 さ せ て パ ネ ル の 上
下 方 向 の 高 さ 調 節 を し て パ ネ ル 下 部 を 該 Ｌ 型 ア ン グ ル に 取 付 固 定 す る 自 重 受 け 金 具 で あ っ
て 、
該 自 重 受 け 金 具 は 、 前 記 パ ネ ル 表 面 に 当 接 す る 垂 直 片 と パ ネ ル を 担 持 す る 自 重 受 け 片 と が
Ｌ 字 状 を 成 し 、 前 記 Ｌ 型 ア ン グ ル の 立 設 片 に 係 止 さ れ る 係 止 片 が 前 記 垂 直 片 の パ ネ ル 当 接
面 と 反 対 側 の 躯 体 係 止 面 の 両 端 か ら 垂 下 し て 設 け ら れ て お り 、 さ ら に 、 そ の 躯 体 係 止 面 に
固 着 さ れ た ナ ッ ト に パ ネ ル の 高 さ 調 節 を す る 調 節 ボ ル ト が 螺 合 さ れ 、 そ の 調 節 ボ ル ト の 螺
刻 部 の 直 径 は ボ ル ト 回 動 用 治 具 が 嵌 合 す る 嵌 合 部 の 直 径 よ り 大 き く 、 ま た 、 該 調 節 ボ ル ト
先 端 が 前 記 Ｌ 型 ア ン グ ル の 立 設 片 に 当 接 さ れ る 自 重 受 け 金 具 と し た 。
さ ら に 、 本 発 明 に お い て よ り 好 ま し い 条 件 を 次 に 示 す 。
（ １ ） 高 さ 調 節 ボ ル ト の 中 心 は 、 躯 体 係 止 面 か ら ３ ～ ２ ０ ｍ ｍ 離 間 し て い る 。
（ ２ ） 調 節 ボ ル ト は 六 角 穴 付 き ボ ル ト ま た は 六 角 穴 付 き 止 め ネ ジ と す る 。
（ ３ ） 調 節 ボ ル ト は 長 さ が ２ ０ ～ ９ ０ ｍ ｍ で あ り 、 か つ 、 ナ ッ ト の 高 さ が １ ０ ｍ ｍ 以 上 と
す る 。
（ ４ ） 垂 直 片 近 傍 で 自 重 受 け 片 が 下 方 に 屈 曲 さ れ て い る 。
（ ５ ） 自 重 受 け 片 の 幅 方 向 の 端 部 が 下 方 に 折 曲 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 １ ～ 図 ９ に 基 づ い て 説 明 す る 。 な お 、 符 号 は 従 来 例 と 同 一 の
も の は 同 一 符 号 を 付 し た 。
図 １ に 本 発 明 の 自 重 受 け 金 具 の 一 実 施 形 態 の 斜 視 図 を 示 し 、 図 ２ は そ の （ ａ ） 正 面 図 、 （
ｂ ） 平 面 図 、 （ ｃ ） 右 側 面 図 を 示 す 。 ま た 、 図 ３ お よ び 図 ９ に そ の 自 重 受 け 金 具 の パ ネ ル
下 部 へ の 取 付 け の 状 態 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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図 １ に 示 す 自 重 受 け 金 具 １ は 、 図 ３ ま た は 図 ９ に 示 す よ う に 、 Ａ Ｌ Ｃ 縦 壁 パ ネ ル １ １ と 鉄
骨 梁 １ ０ の 上 面 １ ０ ａ に 固 定 さ れ た Ｌ 型 ア ン グ ル ９ と の 間 に 介 在 さ せ て 、 さ ら に パ ネ ル １
１ の 上 下 方 向 の 高 さ 調 節 を し て パ ネ ル 下 部 を Ｌ 型 ア ン グ ル ９ に 取 付 固 定 す る 自 重 受 け 金 具
１ で あ る 。
こ の 自 重 受 け 金 具 １ は 、 パ ネ ル １ １ の 表 面 に 当 接 す る 垂 直 片 ２ と 下 方 小 口 面 を 担 持 す る 自
重 受 け 片 ３ と が Ｌ 字 状 を 形 成 し 、 垂 直 片 ２ の パ ネ ル 当 接 面 と 反 対 側 の 躯 体 係 止 面 の 両 端 か
ら 垂 下 す る 係 止 片 ４ が 設 け ら れ て い る 。
こ の 垂 直 片 ２ と 係 止 片 ４ と の 間 に 形 成 さ れ た 係 合 溝 ４ ａ に Ｌ 型 ア ン グ ル ９ の 立 設 片 ９ ａ が
勘 合 し て 自 重 受 け 金 具 １ が 係 止 さ れ る 。
図 １ に 示 す 自 重 受 け 金 具 １ の 垂 直 片 ２ 、 自 重 受 け 片 ３ お よ び 係 止 片 ４ は 、 １ 枚 の 鋼 板 が 折
曲 さ れ て 形 成 さ れ て い る 。 金 具 の 板 厚 は ４ ｍ ｍ ～ １ ０ ｍ ｍ が 好 ま し い 。
ま た 、 垂 直 片 ２ に は 、 パ ネ ル １ １ に 埋 設 さ れ た ア ン カ ー １ ２ に 螺 合 さ せ る ボ ル ト を 挿 通 す
る 長 孔 ２ ａ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
さ ら に 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 そ の 躯 体 係 止 面 に は 溶 接 部 ５ ａ に よ り ナ ッ ト ５ が 溶 接
固 着 さ れ て お り 、 こ の ナ ッ ト ５ に パ ネ ル １ １ の 高 さ 調 節 を す る 調 節 ボ ル ト ６ が 螺 合 さ れ て
い る 。
ナ ッ ト ５ と 調 節 ボ ル ト ６ と の セ ッ ト を ２ 対 以 上 設 け る こ と に よ り 、 パ ネ ル の 水 平 調 節 も 調
節 可 能 と な り 好 ま し い 。
図 ５ に 示 す よ う に 、 調 節 ボ ル ト ６ は 嵌 合 部 ６ ａ と 螺 刻 部 ６ ｂ と か ら な り 、 螺 刻 部 の 直 径 ６
ｂ ｂ が ボ ル ト 回 動 用 治 具 が 嵌 合 す る 嵌 合 部 の 直 径 ６ ａ ａ よ り 大 き く 設 定 さ れ て い る 。
ま た 、 調 節 ボ ル ト ６ は そ の 先 端 が Ｌ 型 ア ン グ ル ９ の 立 設 片 ９ ａ に 当 接 さ れ る よ う に 自 重 受
け 金 具 １ に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
調 節 ボ ル ト ６ の 螺 刻 部 の 直 径 ６ ｂ ｂ が 、 ボ ル ト 回 動 用 治 具 が 嵌 合 す る 嵌 合 部 の 直 径 ６ ａ ａ
よ り 大 き く 設 定 さ れ て い る と 、 ボ ル ト 回 動 治 具 の 嵌 合 部 分 が 垂 直 片 ２ に 干 渉 し な い た め 、
従 来 の 自 重 受 け 金 具 ５ １ と 比 べ て 、 調 節 ボ ル ト ６ の 螺 刻 部 ６ ｂ を 垂 直 片 ２ に さ ら に 近 接 さ
せ て 配 置 す る こ と が 可 能 と な る 。
そ の 結 果 と し て 、 調 節 ボ ル ト ６ の 先 端 を Ｌ 型 ア ン グ ル ９ の 立 設 片 ９ ａ の 上 端 部 に 当 接 さ せ
こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
調 節 ボ ル ト ６ の 先 端 を Ｌ 型 ア ン グ ル ９ の 立 設 片 ９ ａ に 当 接 さ せ る と と も に 、 そ の 状 態 で 調
節 ボ ル ト ６ を 回 動 さ せ る こ と に よ り 、 次 の 効 果 が 得 ら れ る 。
１ ） 調 節 ボ ル ト ６ の 先 端 （ 調 節 点 Ｔ ） と パ ネ ル 幅 方 向 の 中 心 点 （ パ ネ ル 厚 さ 方 向 の 重 心 点
Ｗ ） と の 水 平 距 離 を 短 く で き る 。 （ 図 ９ 参 照 ）
２ ） 短 い 調 節 ボ ル ト ６ が 使 用 で き る た め 、 ナ ッ ト ５ を 中 心 と し た 「 す り こ ぎ 状 の 歳 差 運 動
」 が 発 生 し な い 。 （ 高 さ の 長 い ナ ッ ト を 使 用 し な く て も 「 す り こ ぎ 状 の 歳 差 運 動 」 が 発 生
し な い 。 ）
そ し て 、 こ れ ら に よ り 調 節 ボ ル ト ６ の 微 少 な 回 動 に よ り パ ネ ル 高 さ の 微 調 節 が 可 能 と な り
、 ま た 、 調 節 ボ ル ト ６ の 回 動 に よ る Ｌ 型 ア ン グ ル の 立 設 片 ９ ａ 上 に お け る 自 重 受 け 金 具 １
の 移 動 が な く な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
さ ら に 、 調 節 ボ ル ト ６ の 先 端 （ 調 節 点 Ｔ ） と パ ネ ル １ １ 縦 方 向 の 中 心 点 （ パ ネ ル 高 さ 方 向
の 重 心 点 Ｐ ） と の 垂 直 距 離 が 短 く な る た め 、 パ ネ ル の 高 さ 調 節 す る 際 に 発 生 す る 室 外 方 向
へ パ ネ ル １ １ を 傾 倒 さ せ よ う と す る モ ー メ ン ト が 小 さ く な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
自 重 受 け 金 具 １ の 垂 直 片 ２ の 躯 体 係 止 面 か ら 調 節 ボ ル ト ６ の 中 心 が ３ ～ ２ ０ ｍ ｍ 離 間 し て
い る と 、 各 部 材 の 寸 法 等 に よ る ば ら つ き が 吸 収 さ れ て 鉄 骨 梁 １ ０ の 上 面 １ ０ ａ に 固 定 さ れ
た Ｌ 型 ア ン グ ル ９ の 立 設 片 ９ ａ に 常 に 当 接 さ れ る よ う に な り 望 ま し い 。
ま た 、 調 節 ボ ル ト ６ と し て は 大 径 の 頭 部 が あ る 六 角 穴 付 き ボ ル ト （ 図 ５ （ ａ ） ） 、 六 角 穴
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付 き 止 め ネ ジ （ 図 ５ （ ｂ ） ） お よ び 凸 状 嵌 合 部 を 有 す る 特 殊 ボ ル ト （ 図 ５ （ ｃ ） ） が 例 示
さ れ る 。
と く に 、 六 角 穴 付 き 止 め ネ ジ （ 図 ５ （ ｂ ） ） は 、 そ の 螺 刻 部 の 直 径 ６ ｂ ｂ よ り 大 き な 部 分
が な く 、 ま た ボ ル ト 回 動 治 具 の 嵌 合 部 も さ ら に 小 さ な 直 径 と な り 、 さ ら に ボ ー ル ポ イ ン ト
の 六 角 レ ン チ が 使 用 で き る た め 最 も 好 ま し い 。 調 節 ボ ル ト ６ の 螺 刻 部 の 直 径 ６ ｂ ｂ は ６ ～
１ ６ ｍ ｍ で あ る と Ｌ 型 ア ン グ ル ９ の 立 設 片 ９ ａ に 適 切 に 当 接 さ れ て 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
調 節 ボ ル ト ６ は そ の 長 さ が ２ ０ ～ ９ ０ ｍ ｍ で あ り 、 か つ 、 ナ ッ ト の 高 さ が １ ０ ｍ ｍ 以 上 で
あ る と 、 十 分 な 高 さ 調 節 が で き る と と も に 、 す り こ ぎ 状 の 歳 差 運 動 を よ り 小 さ く す る こ と
が で き る 。
さ ら に 、 調 節 ボ ル ト ６ の 長 さ が ３ ０ ～ ６ ０ ｍ ｍ で あ り 、 か つ 、 ナ ッ ト の 高 さ が １ ０ ～ ２ ０
ｍ ｍ で あ る と 望 ま し い 。
ま た 、 調 節 ボ ル ト ６ に よ る パ ネ ル 高 さ の 調 節 代 を ± １ ５ ｍ ｍ と す る こ と が 好 ま し い 。
例 え ば 、 調 節 ボ ル ト ６ と し て 六 角 穴 付 き 止 め ネ ジ が Ｍ １ ２ 、 （ 螺 刻 部 ） 長 さ ５ ０ ｍ ｍ に 対
し て 、 ナ ッ ト は Ｍ １ ２ 、 高 さ ２ ０ ｍ ｍ が 例 示 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 垂 直 片 ２ 近 傍 の 自 重 受 け 片 ３ が 下 方 に 屈 曲 さ れ た 屈 曲 部 ３ ａ が
設 け ら れ て い る と 、 パ ネ ル １ １ を 室 外 方 向 へ 傾 倒 さ せ よ う と す る モ ー メ ン ト が 発 生 し て も
パ ネ ル 角 部 が 自 重 受 け 金 具 １ に 衝 接 し て 欠 け る こ と が な く な る 。
屈 曲 部 ３ ａ は 、 そ の 深 さ （ パ ネ ル 小 口 面 と の 隙 間 ） が １ ｍ ｍ 以 上 で 、 幅 を １ ０ ｍ ｍ ～ ３ ０
ｍ ｍ と す る と 、 パ ネ ル 角 部 の 欠 け 防 止 が 効 果 的 と な り 望 ま し い 。
ま た 、 そ の 最 大 深 さ 部 分 を ２ ｍ ｍ 以 上 と し た 円 弧 状 と す る と 、 欠 け 発 生 の 防 止 機 能 が 発 揮
さ れ る と と も に 金 具 製 作 も 容 易 で あ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 自 重 受 け 片 ３ の 幅 方 向 の 端 部 が 下 方 に 折 曲 さ れ た 折 端 部 ３ ｂ が 設 け ら
れ て い る と 、 担 持 さ れ た パ ネ ル １ １ の 面 内 方 向 の ロ ッ キ ン グ に 対 し て 自 重 受 け 片 ３ の 折 端
部 ３ ｂ が 隙 間 を も っ て 当 接 す る よ う に な る 。 こ れ に よ り 、 自 重 受 け 片 ３ に よ り パ ネ ル 下 方
小 口 面 が 損 傷 す る こ と が な く な り 好 ま し い 。
こ の 折 端 部 ３ ｂ は 、 １ 枚 の パ ネ ル を １ つ の 自 重 受 け 金 具 １ で 担 持 さ せ る 際 は 自 重 受 け 片 ３
の 両 側 端 に 、 ま た 、 ２ つ 以 上 の 自 重 受 け 金 具 １ で 担 持 さ せ る 際 は パ ネ ル 幅 方 向 中 心 か ら 外
側 と な る 片 側 端 の み に 設 け る と 良 い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
次 に 自 重 受 け 金 具 １ を 用 い た パ ネ ル 取 付 構 造 に つ い て 、 図 ３ お よ び 図 ６ ～ 図 ９ に 基 づ い て
説 明 を す る 。
鉄 骨 梁 １ ０ の 上 面 １ ０ ａ に 固 定 さ れ た Ｌ 型 ア ン グ ル ９ に 上 下 層 の Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル １ １ を 取 付
固 定 す る 際 は 、 自 重 受 け 金 具 １ の 他 に プ レ ー ト 金 具 １ ３ （ 図 ６ ） お よ び 取 付 金 具 １ ４ （ 図
７ ） が 使 用 さ れ る 。
図 ６ お よ び 図 ８ に 示 す よ う に 、 プ レ ー ト 金 具 １ ３ は 、 プ レ ー ト 部 １ ３ ａ の Ｌ 型 ア ン グ ル の
立 設 片 ９ ａ へ の 溶 接 部 １ ４ ｆ を 長 く 確 保 す る と と も に 調 節 ボ ル ト の 先 端 が 当 た ら る こ と が
な い よ う に 切 欠 き 部 １ ３ ｂ と 、 ま た 、 取 付 金 具 １ ４ が プ レ ー ト 金 具 １ ３ の 下 方 端 部 か ら 外
れ な い よ う に す る 突 起 部 １ ３ ｃ と が 設 け ら れ て い る 。
図 ７ に 示 す 取 付 金 具 １ ４ は 、 ボ ル ト 挿 通 孔 １ ４ ｂ が 設 け ら れ た 取 付 板 １ ４ ａ と 、 そ の 下 部
が 延 長 し て 形 成 さ れ て い る 突 出 片 １ ４ ｃ と 、 こ の 取 付 板 １ ４ ａ の 両 側 縁 が 折 り 曲 げ ら れ て
形 成 さ れ た リ ブ 片 １ ４ ｄ と か ら 構 成 さ れ て お り 、 取 付 板 １ ４ ａ と リ ブ 片 １ ４ ｄ と の 間 に 溝
部 １ ４ ｅ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ８ お よ び 図 ９ に 示 す よ う に 、 取 付 金 具 １ ４ の ボ ル ト 挿 通 孔 １ ４ ｂ お よ び ワ ッ シ ャ ８ を 挿
通 さ せ た ボ ル ト ７ が 下 層 パ ネ ル １ １ の 上 部 ア ン カ ー １ ２ に 螺 合 さ れ て 、 下 層 パ ネ ル １ １ に
取 付 金 具 １ ４ が 取 付 け ら れ て い る 。
そ し て 、 プ レ ー ト 金 具 １ ３ は 、 そ の 突 起 部 １ ３ ｃ を 室 内 側 に な る よ う に 配 設 し て Ｌ 型 ア ン
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グ ル ９ の 立 設 片 ９ ａ に 当 接 さ れ た 状 態 で 切 欠 き 部 １ ３ ｂ の 周 縁 部 （ 溶 接 部 １ ４ ｆ ） が 立 設
片 ９ ａ に 溶 接 固 定 さ れ て お り 、 プ レ ー ト 部 １ ３ ａ の 下 方 は 取 付 金 具 １ ４ の 溝 部 １ ４ ｅ に は
め 込 ま れ て い る 。 こ れ に よ り 、 下 層 パ ネ ル １ １ は 、 そ の 面 外 方 向 の 動 き が 拘 束 さ れ て 建 物
躯 体 に 取 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 自 重 受 け 金 具 １ は 、 図 ３ ま た は 図 ９ に 示 す よ う に 、 調 節 ボ ル ト ６ の 先 端 が Ｌ 型 ア ン
グ ル ９ の 立 設 片 ９ ａ の 上 端 部 に 当 接 し て い る と と も に 、 係 合 溝 ４ ａ が Ｌ 型 ア ン グ ル ９ の 立
設 片 ９ ａ に 係 合 さ れ た 状 態 で Ｌ 型 ア ン グ ル の 立 設 片 ９ ａ に 係 止 片 ４ が 溶 接 固 定 さ れ て い る
。
こ の と き 図 ９ に 示 す よ う に 、 自 重 受 け 金 具 １ の 係 合 溝 ４ ａ に プ レ ー ト 金 具 １ ３ の プ レ ー ト
部 １ ３ ａ お よ び Ｌ 型 ア ン グ ル の 立 設 片 ９ ａ を 併 せ て 狭 持 さ せ て も 、 ま た 、 図 ８ に 示 す よ う
に 、 Ｌ 型 ア ン グ ル の 立 設 片 ９ ａ の み を 狭 持 さ せ て も 良 い 。
そ し て 、 上 層 パ ネ ル １ １ の 下 端 部 が 自 重 受 け 片 ３ に 担 持 さ れ て い る と と も に 、 自 重 受 け 金
具 １ の 水 平 片 に 設 け ら れ た 長 孔 ２ ａ を 挿 通 さ せ た ボ ル ト ７ が 、 上 層 パ ネ ル １ １ の 下 部 ア ン
カ ー １ ２ に 螺 合 さ れ て 、 上 層 パ ネ ル １ １ に 自 重 受 け 金 具 １ が 取 付 け ら れ て い る 。
な お 、 上 記 の パ ネ ル 取 付 構 造 に よ れ ば 自 重 受 け 金 具 １ の 係 止 片 ４ を Ｌ 型 ア ン グ ル に 溶 接 固
定 す る 前 に 、 Ｌ 型 ア ン グ ル ９ の 立 設 片 ９ ａ の 上 端 部 に 当 接 し て い る 調 節 ボ ル ト ６ を 回 動 さ
せ る こ と に よ り 、 自 重 受 け 金 具 １ の 自 重 受 け 片 ３ に 担 持 さ れ て い る 上 層 パ ネ ル １ １ の 上 下
方 向 の 高 さ を 調 節 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
さ ら に 、 １ 枚 の 大 型 パ ネ ル （ 例 え ば 、 幅 １ ０ ０ ０ ｍ ｍ 以 上 、 長 さ ２ ０ ０ ０ ｍ ｍ 以 上 、 厚 さ
１ ０ ０ ｍ ｍ 以 上 ） の 建 物 躯 体 へ の 取 付 の 際 に 、 自 重 受 け 金 具 １ 、 プ レ ー ト 金 具 １ ３ お よ び
取 付 金 具 １ ５ の セ ッ ト を そ の 幅 方 向 に ２ カ 所 以 上 に 設 置 す る と 、 重 量 の 大 き な 大 型 パ ネ ル
で あ っ て も 担 持 で き る と と も に 、 パ ネ ル の 高 さ や パ ネ ル の 水 平 性 が 容 易 に 調 節 可 能 と な り
好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
次 に 自 重 受 け 金 具 １ を 用 い た パ ネ ル 取 付 方 法 に つ い て 、 図 ３ お よ び 図 ６ ～ 図 ９ に 基 づ い て
そ の 工 程 を 説 明 す る 。 な お 、 下 層 パ ネ ル １ １ の 下 部 は 建 物 躯 体 に 既 に 取 付 固 定 さ れ て い る
も の と す る 。
（ １ ） 図 ８ お よ び 図 ９ に 示 す よ う に 、 取 付 金 具 １ ４ の ボ ル ト 挿 通 孔 １ ４ ｂ お よ び ワ ッ シ ャ
８ を 挿 通 さ せ た ボ ル ト ７ を 、 下 層 パ ネ ル １ １ の 上 部 ア ン カ ー １ ２ に 螺 合 さ せ て 、 下 層 パ ネ
ル １ １ に 取 付 金 具 １ ４ を 取 付 け る 。
（ ２ ） プ レ ー ト 金 具 １ ３ を 、 そ の 突 起 部 １ ３ ｃ を 室 内 側 に な る よ う に 配 設 し て 、 プ レ ー ト
部 １ ３ ａ の 下 方 を 取 付 金 具 １ ４ の 溝 部 １ ４ ｅ に は め 込 み 、 そ し て Ｌ 型 ア ン グ ル ９ の 立 設 片
９ ａ に 当 接 さ せ た 状 態 で 切 欠 き 部 １ ３ ｂ の 周 縁 部 （ 溶 接 部 １ ４ ｆ ） を 立 設 片 ９ ａ に 溶 接 固
定 す る 。
こ れ に よ り 、 下 層 パ ネ ル １ １ は 、 そ の 面 外 方 向 の 動 き が 拘 束 さ れ て 建 物 躯 体 に 取 付 け ら れ
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
（ ３ ） 上 層 パ ネ ル １ １ の 下 端 部 を 自 重 受 け 片 ３ が 担 持 す る 状 態 で 、 自 重 受 け 金 具 １ の 水 平
片 に 設 け ら れ た 長 孔 ２ ａ を 挿 通 さ せ た ボ ル ト ７ を 、 上 層 パ ネ ル １ １ の 下 部 ア ン カ ー １ ２ に
螺 合 さ せ て 、 上 層 パ ネ ル １ １ に 自 重 受 け 金 具 １ を 取 付 け る 。
（ ４ ） 図 ３ ま た は 図 ９ に 示 す よ う に 、 自 重 受 け 金 具 １ の 調 節 ボ ル ト ６ の 先 端 を Ｌ 型 ア ン グ
ル ９ の 立 設 片 ９ ａ の 上 端 部 に 当 接 さ せ る と と も に 、 係 合 溝 ４ ａ を Ｌ 型 ア ン グ ル ９ の 立 設 片
９ ａ に 係 合 さ せ る 。
こ の と き 図 ９ に 示 す よ う に 、 自 重 受 け 金 具 １ の 係 合 溝 ４ ａ に プ レ ー ト 金 具 １ ３ の プ レ ー ト
部 １ ３ ａ お よ び Ｌ 型 ア ン グ ル の 立 設 片 ９ ａ を 併 せ て 狭 持 さ せ て も 、 ま た 、 図 ８ に 示 す よ う
に 、 Ｌ 型 ア ン グ ル の 立 設 片 ９ ａ の み を 狭 持 さ せ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
（ ５ ） 調 節 ボ ル ト ６ を 回 動 さ せ る こ と に よ り 、 自 重 受 け 金 具 １ の 自 重 受 け 片 ３ に 担 持 さ れ
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て い る 上 層 パ ネ ル １ １ の 上 下 方 向 の 高 さ を 調 節 す る 。
（ ６ ） 所 定 の 高 さ に 上 層 パ ネ ル １ １ を 調 整 後 、 Ｌ 型 ア ン グ ル の 立 設 片 ９ ａ に 自 重 受 け 金 具
１ の 係 止 片 ４ を 溶 接 部 ４ ｂ に よ り 室 内 側 よ り 溶 接 固 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 自 重 受 け 金 具 に 設 け ら れ た 調 節 ボ ル ト ６ の 微 少 な 回 動 に よ り パ ネ ル 高 さ
の 微 調 節 が 可 能 と な る 。
ま た 、 パ ネ ル の 高 さ 調 節 時 に 、 調 節 ボ ル ト の 回 動 に よ る Ｌ 型 ア ン グ ル の 立 設 片 上 に お け る
自 重 受 け 金 具 の 移 動 が な く な る た め 、 パ ネ ル の 高 さ 調 節 お よ び パ ネ ル を 所 定 位 置 へ 取 付 け
る こ と が 容 易 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 自 重 受 け 金 具 の 一 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） 本 発 明 の 自 重 受 け 金 具 の 一 実 施 形 態 を 示 す 正 面 図 。
（ ｂ ） 本 発 明 の 自 重 受 け 金 具 の 一 実 施 形 態 を 示 す 平 面 図 。
（ ｃ ） 本 発 明 の 自 重 受 け 金 具 の 一 実 施 形 態 を 示 す 右 側 面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 自 重 受 け 金 具 が パ ネ ル 下 部 に 取 り 付 け ら れ る 状 態 を 示 す 一 部 破 断 説
明 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 自 重 受 け 金 具 が パ ネ ル 下 部 に 取 り 付 け ら れ た 状 態 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 自 重 受 け 金 具 の 調 節 ネ ジ の 例 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る 自 重 受 け 金 具 と と も に 使 用 さ れ る 稲 妻 型 プ レ ー ト を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に 係 る 自 重 受 け 金 具 と と も に 使 用 さ れ る パ ネ ル 上 部 固 定 金 具 を 示 す 斜 視 図
。
【 図 ８ 】 本 発 明 に 係 る 自 重 受 け 金 具 を 用 い た パ ネ ル の 取 付 構 造 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ９ 】 本 発 明 に 係 る 自 重 受 け 金 具 を 用 い た パ ネ ル の 取 付 構 造 を 示 す 断 面 図 。
【 図 １ ０ 】 従 来 例 の 自 重 受 け 金 具 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 １ １ 】 従 来 例 の 自 重 受 け 金 具 を 示 す 断 面 図 。
【 図 １ ２ 】 従 来 例 の パ ネ ル 下 部 の 取 付 金 具 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 １ ３ 】 従 来 例 の パ ネ ル 下 部 の 取 付 金 具 を 示 す 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 自 重 受 け 金 具
２ 　 　 垂 直 片
２ ａ 　 長 孔
３ 　 　 自 重 受 け 片
３ ａ 　 　 屈 曲 部
３ ｂ 　 折 端 部
４ 　 　 係 止 片
４ ａ 　 係 合 溝
４ ｂ 　 溶 接 部
５ 　 　 ナ ッ ト
５ ａ 　 溶 接 部
６ 　 　 調 節 ボ ル ト
６ ａ 　 　 　 嵌 合 部
６ ａ ａ 　 　 嵌 合 部 の 直 径
６ ｂ 　 　 　 螺 刻 部
６ ｂ ｂ 　 　 螺 刻 部 の 直 径
７ 　 　 ボ ル ト
８ 　 　 ワ ッ シ ャ
９ 　 　 Ｌ 型 ア ン グ ル
９ ａ 　 　 　 立 設 片
９ ｂ 　 　 水 平 片
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９ ｃ 　 　 突 起
１ ０ 　 　 梁
１ ０ ａ 　 上 面
１ １ 　 Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル
１ ２ 　 ア ン カ ー
１ ３ 　 プ レ ー ト 金 具
１ ３ ａ 　 　 プ レ ー ト 部
１ ３ ｂ 　 　 切 欠 き 部
１ ３ ｃ 　 　 突 起 部
１ ４ 　 取 付 金 具
１ ４ ａ 　 取 付 板
１ ４ ｂ 　 　 ボ ル ト 挿 通 孔
１ ４ ｃ 　 　 突 出 片
１ ４ ｄ 　 　 リ ブ 片
１ ４ ｅ 　 　 溝 部
１ ４ ｆ 　 　 溶 接 部
５ １ 　 自 重 受 け 金 具
５ ２ 　 垂 直 部
５ ３ 　 水 平 部
５ ４ 　 垂 下 片
５ ５ 　 ナ ッ ト
５ ６ 　 長 ボ ル ト
５ ７ 　 稲 妻 プ レ ー ト
７ １ 　 固 定 金 具
７ ２ 　 垂 直 板
７ ２ ａ 　 長 孔
７ ３ 　 爪
７ ４ 　 係 合 片
７ ４ ａ 　 ア ン グ ル 係 合 部
７ ５ 　 ナ ッ ト
７ ６ 　 高 さ 調 節 ボ ル ト
Ｔ 　 　 調 節 点
Ｐ 　 パ ネ ル 高 さ 方 向 の 重 心 点
Ｗ 　 パ ネ ル 厚 さ 方 向 の 重 心 点
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】
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